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Ⅰ．研究の経緯

１．基本的な考え方

東雲小・中の社会科における子どもの課題を洗い出し，教員集団の良さを生かしながら，目指す子ど

も像，課題解決のための手立てを設定し実行することで，東雲小・中学校７年間を通して，社会科の学

びがつながる授業づくりのあり方を検討する。

２．社会科授業を通して分かる子どもの課題

授業担当している児童（小学４・６年生，中学１・３年生）へのアンケートを通して，東雲小・中７

年間の社会科における学びのつながりに関する課題把握を行った。アンケートでは，児童が感じる社会

科授業の楽しさや有用性を中心に調査した。その結果，以下の課題が浮かび上がった。

表１．社会科授業に関する意識調査とその結果
対象 小学４年生 小学６年生 中学１年生 中学３年生

授業が ①社会がわかる ①先生がおもしろい ①アクティブボードの ①アクティブボードの
社 楽しい ②調べて学べる ②自分たちで探究できる 利用。 利用。
会 理由 ③先生がおもしろい ③社会がわかる ②先生の話がおもしろい ②先生の話がおもしろい。
科 ④思考する楽しさ ④仲間と学びあえる
授 仲間と学びあえる
授 楽しく ①社会科が苦手だから ①社会科が苦手だから ①社会科が好きでない。 ①社会科が好きでない。
業 ない理 ②発表が苦手だから ②勉強が嫌いだから ②社会に興味がない。 ②社会に興味がない。
へ 由
の 楽しい ①活動できる授業 ①仲間と学びあえる授業 ①自分たちが参加できる授 ①自分たちが参加できる
興 授業と ②仲間と学びあえる授業 ②関心事を学べる授業 業 授業
味 は？ ③社会を学べる授業 ③熟考・探究できる授業 ②話がわかりやすい授業 ②話が分かりやすい授業
・ ④自分たちで探究できる 学ぶ雰囲気のある授業
関 授業。 ※テスト成績につながる
心 授業

楽しく ①聞く書くだけの授業 ①先生主導の授業 ①淡々と進む授業 ①淡々と進む授業
ない授 ②社会がわからない授業 ②学ぶ雰囲気でない授業 ②説明だけの授業 ②説明だけの授業
業 と ③発表や話し合いのない ③書く覚えるだけの授業 ③学ぶ雰囲気でない授業
は？ 授業 ④学びあいのない授業

④学ぶ雰囲気でない授業 発展・探究のない授業
授業が ①具体的な単元を通して ①将来に活用できるから ①社会に出た時に使えそう ①社会に出た時に使えそ

社 役立つ 社会がわかるから ②世の中を知ることがで ②豆知識から授業が広がる う
会 理由 ②体験できるから きるから ③豆知識から授業が広が
科 ※受験に役立つ る
授 役立た ①社会科が嫌いだし覚え ①苦手だから役立つかど ①社会に出た時につかなさ ②社会に出た時に使えな
業 ない理 てもわからないから うかわからないから。 そう さそう
へ 由
の 役立つ ①社会がわかる授業 ①社会を知りわかる授業 ①詳しく教えてくれる授業 ①くわしく教えてくれる
価 授業と ②生活を考える授業 ②将来に生かすことので ②身近な例を用いる授業 授業
値 は？ ③社会人として必要な事 きる授業 ③日常生活と関わる授業 ②身近な例を用いる授業

を教えてくれる授業 ③日常生活と関わる授業
④みんなで疑問を出し合

い調べ考える授業
役立た ①ない ①ない。
ない授 ②探究できない授業 ②既習知識を教える授業
業と ③関心のないことを無理 ③単語を覚える授業
は？ に教える授業 ③自分たちの主体性を発

④先生の介入が多い授業 揮できない授業
④教科書通りの授業

社会科 ①予想が難しい ①暗記が苦手 ①暗記が苦手 ①暗記が苦手

が不得 ②わからなくなる ②テストがよくない

意な理 ③知らないことが多い

由 ④好きでないから

※は少数であるが気になる意見

【社会科における子どもの課題】

社会科授業に関して好意的であるものの，その授業観や社会認識に関する意識が学年が上がる

につれて変容し，社会科に対する関心だけでなく自信も低下している子どもが増えている点。





う好奇心と区別するためである。

また，「子ども」が学びの主体となるには，子ども自身がクラスという小さな社会を意識することが

大事である。社会科は社会を学ぶ授業であり，子どもは未来社会の形成者である。子どもがこのことを

意識することはもちろん，社会における自分なりの役割を自覚し，責任をもって行動できる「社会の一

員＝社会人」としての資質を育むには，まず小さなクラス社会の，授業という場で，課題に対する意見

を持ち，クラス社会を形成し合う仲間と共に話し合い，吟味・検討していく学習方法が必要である。

「子どもが学びの主体」であり，「子どもの興味・関心・意欲・態度は，社会科授業で育む知識や諸

力とつながり，それらを育む原動力」である。このことを児童も，我々教師も今一度見つめ直していき

たい。子ども像の育成を目指し，社会科部が社会科授業における共通確認した内容・方法を以下に示す。

【東雲社会科の共通確認事項（子ども像を育む上で学びのつながる授業を行うための手立て）】

内容：①子どもが社会を知り分かる授業づくり （「社会認識」を育む授業の追究）

方法：②子どもが学びあい，探究できる授業づくり

（「教師が教える授業」から「子どもが学ぶ授業」への転換）

表３．東雲社会科の授業づくりにおける共通のポイント

手立ての内容方法 内容：①子どもが社会を知り分かる 方法：②子どもが学び合い探究できる

段階 授業にするには 授業にするには

《授業構成段階》 ○子どもの知的好奇心をくすぐる課題 ○子どもが学び合いを通して，課題追

が生まれる学習材の設定 究できるような単元構成

《授業実践段階》 ○子どもの探究が可能となるような教師の揺さぶり発問・資料の準備・板書構成

○社会を知り分かり学び合えるための，課題設定後の予想と授業・単元終末での

振り返りの場を設定

５．子どもの知的好奇心，学習意欲・態度を育む場面の焦点化と段階の設定

社会科授業では，児童の知的好奇心や学習意欲・態度を育む場が多様にある。そこで，知的好奇心に

関しては，「単元を貫く課題の設定場面」を，クラス集団での学びあいにおける学習意欲・態度に関し

ては，「予想を練り合う場面」に焦点を当て，内容の質的な側面を考慮して表４に５段階で示した。い

ずれも「Stage ３」を社会を知り分かる授業，子どもが学びあい探究する授業を形成する上で，ポイン

トとなる段階とした。子どもの課題を考慮すると，校種が移行する小６～中１の間が大きく変容する段

階である。このつながりをスムーズに行うことが「学びのつながり」のカギと考える。子どもの発達段

階やクラス構成を考え，小５～中１を１つのまとまりとしてとらえた。また，その前後も学びをつなげ

深めていく上で重要ととらえ，社会科では学校提案通りⅠ期，Ⅱ期，Ⅲ期の発達段階を設定した。

表４の左右には，各発達段階で育むことをねらう課題設定場面における知的好奇心や予想を練り合う

場面での学び合いにおける意欲・態度の目安を波線で記した。

表４．子どもの知的好奇心，学習意欲・態度を育むための段階表

ⅠⅡⅢ 社会を学ぶ知的好奇心 stage クラスという社会で学び追究する意欲・ ⅠⅡⅢ
期期期 （課題設定場面） 態度（予想を練り合う場面） 期期期

○学習材を学ぶ上での知的好奇心。 １ ○課題に対し，自分の考えを表現して
いく意欲や態度。

○社会の変化をとらえる上での知的好奇心。 ２ ○課題に対し，他者の考えを踏まえ自
己表現していく意欲や態度。

◎社会の仕組みを学ぶ上での知的好奇心。 ３ ◎課題に対し，仲間と話し合い，意見
集約に参加する意欲や態度。
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Ⅱ．本年度の研究

１．本年度の研究目的

本年度は，これまでの研究成果を踏まえ，「東雲小・中社会科授業の学びのつながり」の最終年とし

て，まず方法に関しては，表３の東雲社会科の授業づくりにおける共通のポイントをより具体化するこ

とで，社会科授業構成・授業実践における共通の手立てを明確にする。

また，内容面に関しては，１年目は「学習材」（広島の学習材：マツダ，牡蠣，浄土真宗安芸門徒），

２年目は「習得概念」（抽象概念：正義，生命，平和）に着目して授業開発・実践を行った。今回は，

「グローバル化」という社会変化に着目し，表４の段階表に応じたグローバル化する社会の様子を知り

わかる授業を開発・実践していく。また，東雲小・中児童の社会科授業づくりの手立てばかりに目をむ

けるのではなく，本校社会科部員の個性（授業観や学習理論など）を生かした授業内容・方法にもして

いきたい。

教師の個性や授業観を生かしながら，子どもの知的好奇心をくすぐる学習材や学習課題を設定し，

子どもの学び合いや探究を通して「グローバル化」する社会の様子が知り分かる授業開発・実践

２．社会科授業構成・授業実践における共通確認

（１）学習材の選択

学習材の選択では，まず授業基盤として児童の実態把握が必要である。児童一人一人との関わりを大

切に，児童の特性や興味・関心をとらえ，実態に即した学習材を絞る。次に，徹底した教材研究を行う。

学習材に関する文献や先行研究，取材等から幅広く情報を収集し，上記に最も適した学習材を選定する。

教材研究を通して児童の既成知識を上回る情報を把握し自分なりにまとめておけば，児童の心理を意識

し展開する上で効果的である。

他方，社会変化や社会状況に関する話題性のある情報は，新聞など様々な媒体によって繰り返し伝え

られ，児童共通の情報となり得る。このような情報に関連する学習材であれば，児童自らの生活経験を

生かし，児童の日常社会と学習内容との関連性を見出しやすいため，児童の社会への意欲や関心を高め，

社会を学習する知的好奇心をかきたてることができる。今回は「グローバル化」という社会変化に着目

する。

（２）学習課題の設定

課題設定では，児童が意欲的に学びを追究し活発に意見交流できるようにする必要がある。内容的に

は，児童の驚きや切実感を伴う課題にする。それらを実感するには，課題設定前に児童の既成概念を揺

さぶる事実を提示する必要がある。また構造的には，複数の視点から多面的に迫ることで解決できる課

題とする。児童自身がそれらの視点に気づき，課題に繋がる内容や新たな疑問に気付くよう，実態を考

慮し社会の仕組みを導く内容（知識）や問いを構造化する必要がある。知識や問いの構造化は，単元を

通して獲得すべき知識を吟味・精選する。その繋がりを明確にすれば単元を構成する手だてとなる。

（３）授業構成

授業構成では，単元に活動を組み込むことで学習材に対する児童の興味・関心を高め，活発な意見交

流を促すことができるようにする。しかし，大事なのは活動することではない。活動を通して社会を実

感し，社会の仕組みや変化等，社会をとらえる見方に繋げることである。社会を実感する経験は，社会

を自らのものとしてとらえる意識や社会に対して考える意欲を育む。特に，実物・本物に出会う活動は，

児童の学習内容の実感や納得感を高め，学習と日常社会のつながりをとらえる上で重要である。



（４）授業実践

授業実践では，構造化した知識のどこを引き出す時間なのか，繋がりのある知識や問いを含めて把握

する。また，学びの主体として児童が活躍できるよう，素朴な考えやつぶやきを表出しながら児童同士

が学びあうための手立てを行ったり，児童の学習に対する知的好奇心に応じて，弾力的な授業展開を行

ったりする必要がある。

（５）授業者の個性（授業観や授業理論など）

学びの主体は子どもであるが，子どもの学びを生かし引き出すためには，それを支援する教師の存

在は不可欠である。教師は各々の個性があり，社会科授業の性向も違う。それは教師の授業の魅力に

もつながる大切な要素である。故に，具体的な学習材や学習内容，教育内容の共有化は行わない。ま

た，教師の授業観が最も現れるのは，学習内容や方法に関する理論である。ここも自立した社会科教

師として，各自の個性や授業観にふさわしいものを活用できるようにしたい。

３ 社会科７年間の学びのつながりで育む子ども像にむけた授業仮説

今年度の研究仮説と各段階の仮説を以下のように設定する。

【研究仮説】

「グローバル化」という社会変化に着目しながら，東雲の社会科授業づくりの手立てを踏まえ，

各段階で授業構成し実践することができたならば，子どもは「社会を学ぶ知的好奇心」，「クラス

という社会で学び追究する意欲・態度」を持ち続け高め合うことで，東雲社会科における子ども

の課題を克服できるであろう。

Ⅰ期：①東雲社会科の授業づくりにおける共通の手立てを踏まえながら，

②課題設定場面で学習材を通して，グローバル化する社会の変化を踏まえた課題を設定し，

③予想を練り合う場面で各自が意見をもち，他者との関わりを通して考えを吟味し，クラス

としての意見を集約できるようにしていけば，

子どもの社会科を通して社会を学ぶ知的好奇心やクラスという社会で学び追究する意欲・態

度を高め，社会科を学ぶ意識や自信を育むことにつながるだろう。

↓↓

Ⅱ期：①東雲社会科の授業づくりにおける共通の手立てを踏まえながら，

②課題設定場面で学習材を通して，グローバル化する社会の変化や仕組みだけでなく，グロ

ーバル化によるの社会問題につながるような課題を設定し，

③予想を練り合う場面で各自が意見を持ち，他者との関わりを通して自他の考えを高め吟

味し合いながら意見集約でいるようにしていけば，

子どもの社会科を通して社会を学ぶ知的好奇心やクラスという社会で学び追究する意欲・態

度を高め，社会科を学ぶ意識や自信を育むことにつながるだろう。

↓↓

Ⅲ期：①東雲社会科の授業づくりにおける共通の手立てを踏まえながら，

②課題設定場面で学習材を通して，グローバル化する社会の変化や仕組みだけでなく，グロ

ーバル化による社会問題・世界の社会問題につながるような課題を設定し，

③予想を練り合う場面で各自が意見を持ち，他者との関わりを通して自他の考えを高め吟

味し合いながら意見集約し，自分たちで新たな課題や問題を提起できるようにしていけば

子どもの社会科を通して社会を学ぶ知的好奇心やクラスという社会で学び追究する意欲・態

度を高め，社会科を学ぶ意識や自信を育むことにつながるだろう。




